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（５）記念展示等
ア　開館１周年記念特別展
　平成６年 (1994) 度、開館１周年を記念し、和歌山県出身の博物学者である南方熊楠の自然保
護の足跡をテーマに特別展を開催した。当特別展では、当館所蔵資料のほか、個人及び他機関所
蔵の資料を借用し、神社合祀問題や神

か し ま
島保全に関する書簡・文書等の実物資料と当館が作成した

パネルを展示した。

　【展示会名】「南方熊楠と自然保護」
　【期間】平成６年８月 28 日～９月 11 日
　【会場】当館入口前通路及び閲覧室
　【観覧者数】1,554 人
　【主な展示品】実物約 70 点、パネル約 20 点
　　・古田幸吉宛熊楠書簡（明治 42 年～大正 4 年）
　　・毛利柴

さいあん
庵宛熊楠書簡（明治 44 年～昭和 10 年）

　　・神社合祀反対意見書草稿
　　・神島実測図、神島植物の書上
　　・神島史蹟名勝天然記念物保護区域指定申請書
　　・その他熊楠に関する資料
　　・パネル（熊楠の肖像・神島の風景・大山神社等）

イ　開館 15 周年記念パネル展示
　平成 20 年度、和歌山県の文化財指定ランクアップ推進事業により、和歌山市和歌浦地区のう
ち、紀州東照宮・和歌浦天満宮・玉津島神社ほか、約 10.2 ヘクタールが「名勝・史跡和歌の浦」
として和歌山県指定文化財に指定された。
　これを受けて、当館では開館 15 周年記念展示として、先の指定地を含む和歌の浦全体の風景
の移り変わりを紹介し、身近な歴史の変遷に興味をもってもらうため、絵はがき写真を中心とし
たパネル展示を開催した。

　【展示会名】「和歌の浦絵葉書名所図会―驚愕の絵葉書ワールド―」
　【期間】平成 20 年 11 月 22 日～ 11 月 26 日
　【会場】和歌山県公館
　【観覧者数】835 人
　【主な展示品】
　　絵はがき写真を中心に、関連する写真・絵図・地図・
　　パンフレット・古文書・現況写真等を用いて解説
　　を加えたパネル計 62 点

写真 6　開館１周年記念特別展のようす

写真 7　開館 15 周年記念パネル展示のようす
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ウ　外交史料展「外交史料と近代日本のあゆみ」における展示協力
　令和元年 (2019)、外務省設置 150 年を記念し、外務省外交史料館・和歌山県・和歌山県教育
委員会の共催により、外交史料展「外交史料と近代日本のあゆみ」が県立近代美術館で開催された。
　当展覧会は、明治 150 年にあたる平成 30 年 (2018)、県民から日本外交と陸奥宗光の事績を
振り返る展覧会を本県で開催することが要望され、県議会で取り上げられたことが契機となって
実現した。
　当館は、第１部「明治の日本外交と陸奥宗光」の展示企画を外務省外交史料館とともに担当した。
展示に際しては、明治期の重要外交課題（条約改正、日清・日露戦争の講和会議等）や和歌山県
との関連（ノルマントン号事件・エルトゥールル号事件等）を勘案して展示資料を選定し、さら
に和歌山県出身の外務大臣である陸奥宗光の事績を資料で紹介するコーナーを加えた。
　当展覧会では、外交史料館のほか、国立国会図書館憲政資料室・宮城県美術館・明治神宮、県
内では和歌山市立博物館・串本町立トルコ記念館・串本町教育委員会の所蔵資料を借用し、県所
蔵資料を含め、計 91 点の資料・美術作品を展示した。

　【展覧会名】外交史料展「外交史料と近代日本のあゆみ」
　【期間】令和元年 11 月２日～ 12 月 15 日
　【会場】和歌山県立近代美術館
　【主催】外務省外交史料館、和歌山県、和歌山県教育委員会
　【観覧者数】5,860 人
　【展示構成】

エ　濱口梧陵生誕 200 年記念　県立図書館・文書館合同展示
　紀伊国有田郡広村（現広川町広）出身で、村人を津波から救った物語「稲むらの火」の主人公
のモデルとして知られる濱口梧陵（1820 ～ 1885）は、社会事業家にとどまらず、実業家、教育者、
さらに政治家として江戸時代末期から明治中期にかけて幅広い分野で活躍した人物である。
　令和２年が濱口梧陵の生誕 200 年の節目に当たることを記念し、平成 24 年に梧陵の子孫か
ら県立図書館に寄贈された「濱口梧陵文庫」（梧陵の旧蔵書）の資料を県立図書館と当館の合同
で展示した。

　【展示会名】濱口梧陵生誕 200 年記念　県立図書館・文書館合同展示「濱口梧陵と梧陵文庫」
　【期間】令和２年７月 18 日～ 12 月 27 日
　【会場及び展示概要】
　　・図書館：パネル展示（濱口梧陵の事績紹介）、「濱口梧陵文庫」資料の実物展示、濱口梧陵
　　　　　　　関係図書の展示・貸出
　　・文書館：パネル展示（「濱口梧陵文庫」の解説）、「濱口梧陵文庫」資料の実物展示

写真 8　フロアレクチャーのようす
（令和元年 11 月 17 日）

　第１部　明治の日本外交と陸奥宗光　　　　　　　第２部　外交史料と美術
　　(1)「鎖国」から「開国」へ　　　　　　　　　　　　　(1)和歌山ゆかりの渡米画家、加地為也
　　(2)幕末維新期和歌山の外交関係　　　　　　　　　　　(2)聖徳記念絵画館の壁画と外交文書
　　(3)条約改正に向けて　　　　　　　　　　　　　　　　(3)パリにおける日本版画展覧会
　　(4)条約改正の進展と日清戦争―陸奥外相の時代―
　　(5)日露戦争から条約改正の達成へ
　　(6)陸奥宗光の履歴書
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